
岩であるから，強度は大であ．り耐水性も十分であり，流

水の沈澱堆積作用も顯較的小さいから，堰堤建設基礎の．

條件を満足する。、

　堰i堤設置の目的は

　1・給加源をもたな、・草谷原への対策ξして，E点に
　　　　　　　　　　　　　テ
於ける河水面を30m前後引上げれば，導垂水路により

誘導力§可倉旨となるo

　2．1堰堤によつ叱得られる30m前後の落差を利用ず

る発電計画を実施し，将来開拓地帯の電力自給を計るo

これが実施が如何に阿彌陀川下洗溌域へ影響を與えるか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
を考察してみると，堰堤より誘導される草谷原への灌瀧

用水は杢流量の趣め七一部に過ぎないから，下流に及ぼ

す影響は殆んど無い．ものと考えられるQ　、

　　　　　　　　　　　　　（昭和22年12月調査）
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実施した。地質調査は甲藤次郎・矢崎清貫がジ河川縦断

測量は尾崎衣男が当り，その総括には原口が当』？た。調

、査方法は，実の点に主眼をおく基礎地質調査を行い，恭

一リング等による補助調査は行わなかつたQ

　なお本事業計画に関しては，…巻末に事業計画概要を附

記する。調査は，各々目的によづて次の点に力奪壷し

たQ

　（1）溶瀬高堰堤の位置の槍討地形・岩蜀断風椿

蓬・笛珪・風化度・浸蝕・漂流物質について，施工上基

礎となるべき地質的資料を提供するに眼点を置く地質精

査をなし，特に漏水の有無に関して注意した。

　（2）導水路（トンネル）の経過地の地質　　岩暦の分布1

と，、走向。傾斜●山崩れ

　（3）湛水地域内の地質　山崩れ・地むり・渥水

④製灘嚇雛堤の顧　 ・
、

’

　（5）生子水圧管路の地質　岩質と傾斜

　（6）堰堤材料の調査

　（7）川原樋川の観察♂

　　　　　　1・廣瀬高堰堤の位置検討

　A．地形　先ず地形的に考察して，附第1図に示した

様に監高堰堤の比較線4本を選定し，下流からNo・1・No・

2，No．3及びNo．4と仮称する。各線に於ける高水

位の幅員（高さ水直上悔m），両岸め傾斜及び側面積を

示すと，次の通りである（附第2図参照）Q

　　　　　　　　　『

比較線

　　　　　　　　　　緒　　言

奈良縣聴土木部の依嘱によつて，首題の調査を喀和23・

年3月8日から同扮輿の5目問に亘つ宅，現地に於七

　＊大阪支班

　　地質月報第1聡第5號

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22一（282）

No．1
NOi2
No．．3

No．4

高水位の
幅員（血〉

154

198

ユ61

133』

両岸の傾斜

右　・岸

55～37

　43

50～60

紬戸》60

左倒
　60
40～’50

塵0。》400

500｛ノ65

側面積
　（m2）

6，960

8♪400

6》640

5，400

後述の地質酌條件を無覗すれば，No．4の幅員は最短
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第1圓　廣癩堰堤比較線1附近地質側
1 1・

　　線で材料を節減し得るが，広瀬谷の漢水を水路で逆に導

　　入する必要がある◎、Ro・3は右岸が広瀬谷に接近し本谷

　　と広瀬谷とのなす稜線が細きに過ぎ堰渠を支え難いこと

　一にキる。右岸の施工の困離と広瀬谷を崩落≠石で埋没す

　　るおそれがある。Ho．1は広瀬部落の・一部水没と河流の

　　湾曲部に璋く7位置として適当とは称し難い。No．2は

　施の比較線より多く材料を必要とするが，地形的には無

　　難である。・

　　B．地質　広瀬階近の地質は，秩父古生層に属し，地

　 　l厨は下流から上流に向つて見掛上新しく，下記の暦序

　　（下部より）を示すo

・　　、（～）角岩層。，（ロ）磯砂岩層。（ハ）輝緑凝友岩暦。

　　（二）頁岩暦。

　　〔角岩層〕厚さ・90m’域上で主として角岩より成る。

　　硬紗岩・頁岩を俘い，この両者は互層して“る。舶岩層

　　は広瀬族館附近の北々東方向の断暦より以西に分布し，

　　走向北60。西，傾斜10φ北叉は30。南の向斜構造をな

　・す。角岩は緑色・賜色を呈し，一般に淡色で緻密堅硬で

ある。

〔硬砂岩暦〕は角岩暦の上に位し（見掛上），厚さ170m

塚上で，主として硬砂岩よりなる。粘板岩・角岩を俘いこ

り両者は互層をなす。角岩層とは断暦を以9て接七吊橋

附近まで露出する。走向北60。東，傾斜＄0。『東である

が，吊橋橋下には局部的な小背講構邉がある。硬砂岩

は，黒色叉は暗友色甚々堅硬で稽々粒歌をなす。

〔輝緑凝荻岩暦〕　は硬砂岩暦の●上に整合に位し暦厚

110皿、で赫色チャートを不規則に挾む。輝緑凝灰岩は緑

色を呈し梢々石荻質である。この層は，比較線歯o．3

及びNo．4附近に露出するが，断層の多いのが特性で

あるQ　　、

〔頁岩層〕は輝緑凝茨岩層の上に整合に位し，厚さ

100血内外で走向・傾斜は下位の地暦と略だ同じである。、

各比較線の岩質の硬軟・断暦・構造・笛理・風化度・浸蝕

　　　　　　　　　’1・漂洗物質などを比較すると　1

（イ）岩質辱

岩質からはNα1文はNo．2が無難である。F

」
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順釧 1比較線、 地　暦　 岩　　質

f・IN・・．・角矯
21、恥・21暦砂岩暦1

3　No．3，No．4輝緑凝友岩暦

　　　　1

　最、も堅硬

　堅　　 硬
輝緑凝荻岩は幾分軟
質，チャ阿トは塁題F

（口）臨層

順位

　1
　2
・　　3

比
， 較細 断 暦

No．2，・No．3

　No。1
　No．4　．

　欺し7♪，

北800東500南落断層

　　　　　　　　　　　　　　k3　断暦からは’1∬g。1，No．4は不適当で，1∬o。2，1河o．

の｛立置がよいo

　（ハ）構造　河川の流路め方向と走向及び傾斜つ方向．

とめ関係は，施工上流路と走向が直角である事が理想的

で並行する程不良である。叉傾斜ば，上流に向つている

，場合が蟹しく漏水の漉れがない力斗反禅下添向
つていると漏水する。叉傾斜が河面に向弓と地捻りと山

．崩れが多い。この関係を示すと実の通りである。

順位

　　，2

　　1、　　　1

　　3

比較線

N。』1

・No・名

No．3
No．4

流路の方向

N55E、
N45W
N45W
N70W

・走　向

N60W
N6与E
N65E
－N55E．

傾斜
、洗路ど
走向と
の角度．，

10N　 115
30E　　110
30E　，　，110

50E　，125

F
構
造 からは，前記の理由によつて畑o・2，No・3が適当

である。

　（昌）節珪、1No。1附近は向斜構造の南翼に当り節理

はよく発達しているo耳o．2より上流は軍斜構造を爲し

笛理は少ない。た讐赫色チャートには笛理渉発達してい

ろ。各比較線附近の岩石の節理は，漏水叉は施工上の難

易に対しての影響は少▽・ものと思われる◎

　（ホ）風化度　、河床面と両岸には一部基盤が露出して

一ヤ・る力斗両岸の烈面は風｛ヒ土壌Q厚さは2《》3興、と考え　・

られ，施工の際には試錐によつて新鮮な岩質部までの厚

さを確める事を要ずる。

　（へ）、浸蝕　広瀬附近の天ノ川は，V字形の幼年期裸

谷を示し，基盤が堅硬で河床に露われている。河床には

無数の甑穴を形成し，随つて凸凹が甚しい。施工の際に．

はこれを2m位削つて平坦化すればよい。　・．　　毒

　（ト）藻流物質　洪水期に上流から漂流し来つた岩礫
1
と
，
両
岸 より輯落した岩石の二種ある。岩礫には，附近、

に分布する古生代岩石と石英閃緑岩及び石英粗面岩の円　、

礫があり，後者は大峯山系より漂流し来つたものである。

　漂流砂礫ほ上流九尾堰堤の構築後は減少し，本堰堤の

場合も頭無し川の関係上少量疋あろうと想定されるQ

　No咳2～No・4迄は略々直線流路なる㊧め岩礫の堆積「

が少いが，No．1は広瀬の湾曲流路の下流1こ当り，岩礫の』

一堆積は特に河川の非攻撃面に多いと考えられる。以上を

綜合して，No．4は高水位の幅員最も狭く材料の節約上．

これを選定し度いが，地質的の諸際件に好適なNo．2を

最良の堰堤位置と断定する。　ノ

　　2．準水路の経過地の地質（附第3図略す）

　導水路経過地の埴質は，秩父古生暦に属し，，岩質並び

に層序よりこれを3暦に分居し下部よ、りA層・：B層・C麿．

と仮称する。

　　オプス　 オビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 む　

　A．生子一大目川間　この間を占める地暦はA暦に属

し，層厚1，350皿以上露出し，B暦とは断暦によつて

接する。主に石墨千蚊岩9粘板岩・珪岩等よりなり，稀

』に蛇紋岩が貫入している。これらの岩層の走向は略々東　、，

・1西，傾斜は北20Qである。

　B．大日川一坂本間 この間を占める地暦はB暦に属

　し，暦厚3，000m以上で概ね北東了西南乃至東西の走

向を有し，かゾ3回の背斜・向斜をくり返え、し，A暦及び

G層とは断層を以つて接しているo主に粘板岩・硬砂岩・

　　　　　　　　　　　　　1頁岩等からなる。　　『，魅　　　　　’、

　C』坂本で庫瀬間　。この間を肖める地厨はC暦に属　，

　し，硬砂岩を主とし頁岩・角岩・輝緑凝茨岩よりなる。

広瀬及び塩谷には，北東方向の著しい断暦が存在する。坂

本塩谷問は硬砂岩及び頁岩より成り，走向は略々北6Go

　　　　　　　　　　　　　　　
テ

東，傾斜北50・である。塩谷一広瀬聞は輝緑凝衣岩及，

び硬砂岩・頁岩よりなり，略々北西方向を軸とする響曲

をくりかえし宅いる。

　P．、坂本一今井間　坂本一中原一今井間も，大体岩質

は坂本一広瀬聞に類似するQ走向は東西に近く北傾斜で　．

ある。この爲南側斜面に地ヒり・山崩れが多い。導水路1

の方向が地暦の走向に並行する場合が中原τ坂本一広瀬　，

聞に多く，坂本一五條聞に比し良好でない。

　　　　　3．纏水地域内の地質
　　　　　　　　イ†ズミ　広瀬高堰堤の完成の時には庵住附近まで水没するが，

　この間町地質調査匿充分実施しなかつだ。揖質は主どし’

　て硬砂岩・頁岩・角岩稀に輝緑凝友岩よりなり，山西部r一

落下流では走向南北で傾烈東40。の関係上，左岸が傾斜

面と一致するため山崩れが多いQ山西から庵住までは走

、向北東・傾斜南東であるため，・山崩れも少く漏水も、少

　　　ヨコモリ
い。但し籠山下流の右岸の漢谷附近に北東方向の断暦が　一

　あり，なおそめ弛匠も同方向の断層め存在が予想ざれる。

24一（284）



・“

　　　　4・補助翼谷の水路纒堤の地質

　〔中原〕・典型的V字形漢谷を示し，左岸70～80。，

右岸50。の急斜を示し，硬砂岩・角岩よりなり’，走向東

．西に近く揮鯉鰯する・從つて右岸蹴劫し風

化するが，左岸と川底は硬い岩盤である。施工上には右

’岸の護岸に注意を要する。

　て塩谷及び簾〕主として硬砂岩よりなり，一般に走向
〆

北69“東5G。西傾斜をなし，水路堰堤の位置として

適当である。

　　　　　　5．水墜管路の地質
　　　　　　ザ　生子水圧管路の傾斜面は，千枚岩からなり走向北70。

西，20。北傾籍し川洗方向とは60。で斜交する故山崩

れ，地ヒリの点では安全性が高い。

　　　　　　6．堰堤材料の調査　　　1＼

　〔石友岩！大峯・木台ケ原山系には石友岩が各所に露，

出するが，本地域にはこれを欠如する。河床か岩礫を注

意して観察したが・これを発見する事が出来なカ）つた。

從つてこの附近で洋荻工場の建設は不可能である。

　〔石材〕良質の石英閃緑岩・石英粗面岩は坂本より上、

流の天ノ期河床によく円磨された岩礫として散在する

　　　　　　　　　ヅヅラテが，露出地は大峯山系に属し九尾堰堤の完成後はこれが

流下は阻止されるに至つた。坂本一九尾間の天ノ川の湾

曲部には各所に少量堆積する故，これを利用すべきであ、

る。その他のバジスは広瀬附近の下流で硬砂岩・角岩の

石切場を選定し得られ，叉導水路トシネル堀墾のズ・リを

も活用し得べきである◎

　〔砂〕天ノ川・十海ま川その他支流に於ても入手し難いQ

從つて吉野川¶五條・双見から搬入しなければならね。

　　　　　　7・フ源樽川の弊
　天ノ川ぽ上流川合・和田に於て、既に発電され，更に十

・離脹殿発電腺こ激される関係上頑無川で糧に乏．

しい憾みがあり・川原樋川は水量豊富なるため・補助河

川として注目される所である。今回は下流のみ赤谷まで』

を観察したのみであるが，この附近ぽ河床p標高400m

であり，52σm以上を求めるには五里の上流タイ谷，更．

に上涜大股迄は探査しなければならぬ。合流点から赤貧

、迄は，川幅100mあg河床も砂礫暦からなり，伏流水

も相当あり，水量は毎秒3～石m3程度である。1主に硬砂．

岩からなり，赤谷附近は赫色チャートが露出し両岸とも

山崩れが多い。　　　　　，（昭和23年3月調査）

　　　　　　チ　　　　（附）十津川河水統馳事業諦豊概要　『

　　　　　　　（附第4図略す）、

　奈良縣の大和卒野中の田面積は，約多万2千町歩で・本

縣総田面積3万3千町歩の綿66％を占めているがジその

周囲は山地に遮ぎられている。年雨量は平均、士，300mm

以内であり，早年は僅かに、1，060血m程度で，しかも流

域が挾少で用水必要地点に於ける流域面積は健かに⑳G

k血2である。李野を貫通すξ大和川及びそめ支洗は，

毎年夏期ほ洗量皆無であり，・河床め露出する旺が多い。

’大和卒野の早害は，毎年大小被害あり13年乃至4年毎

には最も大である。その不足水量は，概ね15m3毎秒域

上を推測される。本縣ではこれの対棄として，大溜池の

築遇地下水の利用等灘じて略力㍉利用区鰍少の

爲，全般の目的を達することは不可能な状態である。更

に畝傍地方では飲用水にも不足している所があり，』高田’

市では墾井、こよる上水道を用いているが，その維持に困”

、難を感じている状態である。本縣の李坦部・中枢部の産．

業不振は，用水不足が最大の原因である。一方大台ケ原

噸醗し和歌姉嘆下する紀ノ芳贈馴罵本縣
の南部を東西に貫流し酉季を通じて枯漏することなく流

れて、・る・その灘面樹漁枷km2悉獺内降雨量ほ
シホノハ
入之波そは年雨量約2，400mm，上市では同じく一2，500・

　サ
mmである。吉野川の利用は本縣で過去数度に亘り計画

されたが1下洗沿川農民の重要なる用水であり，紀伊平

野叉は例年早害に悩まされ，利水に関しては特に醜経鏡

敏であるる吉野川の流量のみでは，奈良・和歌山両縣の

必要用水を・同時に支弁することは不可能である。紀ノ

川洗域に近接して熊野川洗域があるo大嶺山系に源を発1

する十津川（熊野川上涼）は，紀ノ川に反し，下洗では灌慨

用水の利用は殆んどなく，僅かに舟筏の洗一ドに利するの1

みであるoその流域面積は約1，000klがで全流域の上流

洞川の降雨量は約2000mmで大和雫野の約鯉量の雨量

を有し・更に流域の標高は大和平野八未野の60mに比’

し，天川村では標高約500m，坂本一五條間の踵離は僅

かに25km内外である。故に落差を考慮し，．発電をも

併せ考えるとき，十津川の水は引水可能と起るもの宅あ

’る。これ本計画をなせる所以であり・大和乎野の諸用水・、

と共に，電源の開発ともなり，．一石二鳥の計画である。》

本計画の大要はド奈良縣吉野郡天川村床瀬にて，』天ノ川

（十津川）を横断し，高さ76mの堰堤を築造して，その

洪水を貯溜する。途中漢流の取水をなしつ玉，その落差
　　　　　　ア去フ　才ビ　　　　　　　　オプ界
を利用し，吉野郡賀各生村大日川及び同郡南宇智村生子　・

にて発電をなしたる後，吉野川と立体交叉をして，大和，

季野に引水するものである6

利用計画は次の通りであるQ

発電力，　最大　25，000KWH　　　 ．

農業用水　　灌慨用水　6m3毎秒

　　　　　灌慨面積・約5，000町歩
水道用水　・・供給区域，畝傍町，八木町，・今井町

　　　　，給水人口45ン000入
　　　　　　　　　　　♂

ノ
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　　　k　　　　　　使用水量3．5個（o・hn3毎紗）

　　　　　　1研1人給水量　28立方尺
　　　工業用水’供給匡域　大和ド高田市附近

＼　　　　　　　　　　使用水量　38個（LO5．m3毎秒）∠

　　事業予算
　　　　総・額7，900，000・03

　（内訳）貯水池築造費　4，060，000・Dσ

　　　　導水路費2，㈱，G鰍GOF
　　　、電気工事費1，20Q，000，00

出資方法　　起債及び國庫補助

起業者　奈良縣

　　　　　　　　　　　、　　ザ
553．41爆：55G二8（524）：622．19

　　　　　　フトロ　　　後志國太櫓郡金力沢鉱出調査報告
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．　　　　　　　1．緒　言
　　本鉱山は昭和22年以降銅・鉛ρ亜錯を目的に探鉱さ　’

　れて来たが，最近主として資金難のため事業を山時中止

　するか否かについて槍討されている。随つてこの際その

　鉱床状態を調査して置く必要があり，労々札幌通産局か

　らの要望もあつ：たので昭和雛年9月中旬の2日間概査
　に從事した。調査期問中は天候に恵まれず，調査に少から

　ず支障を来し，、全鉱床を観察することが出来なかつた6

　　＊北漉道支所
　　膿月報第噂第5號・

　彰管

特に奇後の問題として残されている全鉱床についてはそ

の一部㊧概査し得たに過ぎないため不充分で嫡あるが，

」鷹1その概要をこXに報告する。　』，

　　　　　2．位置及び交蓮
後志國木櫓郡太櫓村字絡岱（ムジナ客イ）にあつて，漂

棚糠醐駅の繭東直瞬20kmに樹る・東醐
駅より若松まで，（8km）は久遠行バスがあり，それより

絡岱部落まで（約10km）はトラックの便がある。船岱

より鉱床に至る間嫡徒歩による外ないが，この問1Q・km．

を越えない。

　　　　　3．地形及び地質
　　　　　　む　太櫓郡と久遠郡との郡界をなす山陵は北西一南東に走

り，本地域はこの分水嶺中の一高峯（海抜923m）に源

を発して北洗する金力沢の上流部に当る◎地形r般に急

峻で，河流はV字谷をなし，懐入蛇行をなして流れる。

　地域内の山地を構成するものは訓縫層群と変朽安山岩
L
で
1
後 者は地域中央南寄りで走向東西に近い断暦によつ

て前者に接するが，その他では前者を被覆するo訓縫暦

　ヤi群（中新世）は地域北端近くでは走向蟹600匁76。Wで北
東に300戸》400傾割するが・以南彦）大部では水李に近く

な夙一般に手0噸下の緩斜をなず・下部1螺岩属中

部は粗粒砂岩と頁岩の互層，上部は凝奪角礫岩と緑色凝

友岩よりなるQ変朽安山岩は郡界分水嶺及びこれに続く

一
山
陵を占珍て広く発達し，熔岩流をなすもので，次緑魯

を呈し，斑状構造一般に明瞭で，所によつては集塊岩質

である。鏡下に斑晶斜長君はL4m皿×O・7－mm乃至

0．7mm×0．3mmのものが多く，殆んど絹雲母・方解

石・緑泥石に変り，，斑晶輝石は全く緑泥石化及び方解石

化して輪廓を留めるに過ぎない。石基は変質φ梢々軽微．

なもりではハイアロピリテイック構邉を示し，析状斜長

石・輝石・ガラスと微量の磁鉄鉱が認められるが・一般

には広く織泥石・方解石・絹雲母に変り，又屡々珪化作

用を5けて居り，黄鉄鉱の鉱染は最竜普通に見られるG

耶《286）
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